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(2)七夕豪雨の記録(1974)
＼ヽま＼ヽ ち くさぎさか き ろく

今井地区匂坂さんの記録
だんぞくてき

朝から断続的に強I.ヽ雨が降リ続け、太田川の水位もじょうしょ
つつ みめい ていぼう

うし続けてI.ヽました。その夜の未明、だく水は太田川の堤防を乗
けっか＼ヽ �\ がヽ＼ヽ よ:::: \、 ち く

リこえ、決壊とI.ヽう大災害を起こし、横井地区をどろの海でおお

1.ヽつくしてしまI.ヽました。私たち家族5人も、着の身着のままで、
のうキょう ＼ヽま＼、 ししょ ひなん のこ

農協の今井支所に避難しました。家は流出してしまい、何も残ら

ず、言息ピ」［言I.ヽつくせなI.ヽ大きなショックを受けました。しか

し、災害復旧のために間をおかず、その
かた

日から、食事の差し入れから片付けにI.ヽ

たるまで、心温まる多くの方の応えんを
ひXぃ

1.ヽただき、被災からようやく立ち上がる

ことができました。
（「袋井市防災史」 より）

い の ち や ま

(3)命山のはじまり
えんぽっ

延宝8年(1680)に江戸時代最大といわれる台風がおそい、全
ひが＼ヽ ふくろ＼ヽししゅへん ひが＼ ＼ 

国各地で大きな被害が生じました。袋井市周辺の被害を記した古
ひゃくしょうでんき

文書『百姓伝記』には、 「午前5時ごろよリ風がふき出し、午前
たかしお し ぼう ひがしどう

1り時ころには高潮がおしよせ、多くの人馬が死亡、なかでも東同
にしどうリ おお のしんでん なかしんでん ＼ヽまざわしんでん しお

笠村 ・ 西同笠村 ・ 大野新田 ・ 中新田 ・ 今沢新田に潮が強く当たリ、
ろうに ゃくなんによ し ぽっ

この村では老若男女300人が死亡した」とあリます。このような
じょうキょう よこす かはん ぎじゅつし どう

状況の中、生きのびた村人たちは、横須賀藩の技術指導を受けて、
ひなんじょ たかしお

避難所の小山をきずきました。そののち高潮が発生したときは
、ひなん ＼ヽのちづか

この小山に避難し、命を助けてくれる山と＼ヽうことで、 「命塚」

「助け山」 「命山」と呼ばれるようになリました。
（「袋井の命山」 をもとに作成）

大野地区の命山 中新田地区の命山
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https://fukuroi-digital-archive.com/archive/72/
https://fukuroi-digital-archive.com/archive/70/






(4) 
しずおかけん ふくろいし

静岡県や袋井市に
すいがい

よる水害 ． つなみたいさく

津波対策
．

｀
厨
げ
麗
：
雀

こ うずい

洪水ハ ザ ド マ ッ プ の 作成
み

波
なつ

津 I ヽ ザ ド マ ッ プ の 作成

平成 の
いのちやま

命山の
せ っ ち

設置

つ な み ひ な ん

津波避難タ ワ の
せ っ ち

設置
ぼうちょうてい

防潮堤の
せ っ ち

設置
ぽうちょうてい

防潮堤へ
しょくりん

の植林
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https://fukuroi-digital-archive.com/archive/86/







